
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 幹事報告 】 和田 達也 副幹事 
 

・町田中ＲＣより、３０周年の記念誌が届いております。後ほど回覧します。 
 

・八王子西ＲＣより、例会変更のお知らせが届いております。 

 

【 会員・プログラム委員会 】 和田 達也 委員長 
 引き続き会員委員会からです。 

 キャンペーンの結果は会報に載っておりますので、御確認下さい。 
 

 『会員研修の集い②』が下記の通り行われます。 

 １１月１０日(土) １８：００～ 生活保健センターにて。 

  注）お食事は用意しておりません。 

            ２０１０年 １０月 １３日   第２１７４回 No.１４               

『 月例祝賀・ゆっくり食事・会員ショートスピーチ 』 

【 会長挨拶 】 井村 廣巳 会長 
 

先週はガバナー公式訪問でしたが、松田委員長はじめ出席 

委員会のご尽力と会員の皆さんのご協力によりホストである 

飛火野ＲＣを凌駕する９１％を達成し、親クラブとしての 

コケンを示す事ができました。 

ちっぽけな意地かも知れませんが大満足です。何ひとつ思い残す事無く 

ガバナー公式訪問を終える事できました。ありがとうございました。 
 

第２部の日野プロバスクラブ設立記念式典は、和やかな雰囲気のなか終了しま

した。直接担当された後藤設立準備委員長、谷井４５周年実行委員長、 

大谷記念事業委員長、当日準備の山口委員長大変ご苦労様でした。 

日頃会長の責任は日野ＲＣの名を高めて行く事と思い、足を引っ張らぬよう 

心掛けていますが、一日で２つ行事が終了してホットしています。 
 

まだまだ色々プログラムが予定されているので気を引き締めていきますので、 

引き続きご協力お願い致します。 

≪例会プログラム≫ 
 

【司会】 
 成田 恭隆 
例会進行委員 
 

【開会点鐘】 
 井村 廣巳 会長 
 

【ロータリーソング】 
 ソングリーダー 
 小島 馨 君 
 『我等の生業』 
 
 

【ヴィジター・ゲスト紹介】 
 (例会体験ゲスト) 
 石垣淳子行政書士事務所 
 所長 石垣 淳子 様 
 

【ニコニコ報告】 
 横倉 利夫 親睦･会報委員 
 

【出席報告】 
 山村 侑偀 出席委員 
 

【新世代委員会】 
 山口 徹雄 アクト担当 
 

【会員・プログラム委員会】 
 後藤 一郎 Ｒ情報担当 
 

【会員ショートスピーチ】 
 小島 馨 君 
 岩田 孝支 君 

【 新世代委員会 】 山口 徹雄 アクト担当 
 先週土曜日に、ローターアクトの例会と地区代表公式訪問がありました。 

 地区の方針説明があり、日野アクトとしては、地区の活動に力を取られると負担が大きい。 

 というような、ざっくばらんな話し合いが行われました。 

 今後の活動として、１０月３１日(日)の１０：３０～１７：００に、明星大学の学園祭で、 

 多摩地域のローターアクトが、視覚障害の体験コーナーを提供します。 

 日野アクトが担当クラブとして中心になって計画しておりますので、皆さん積極的にご参加下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小島 馨 君 

８月１日で丸３年がたちました。 

３年間、夢中でやってきて、早く色々と吸収したいとやってきましたが、 
一息、ついた感があるのが、正直な所です。毎週ロータリーに来るのは、 
時間のやりくりが、大変な部分はありますが、だからこそ頑張れる部分があります。 
 

今一番の問題は、元気な子だった娘が、適応障害になってしまったことです。 
不思議な事に、私がゴルフに行くときに限って、娘の具合が悪くなり、 
皆さんにご迷惑を掛けてしまいます。 
今、心のバランスを崩す若い子が多いですが、私達もそうなる事があるのではないかと思います。 
そんな時、心の支えになれるロータリアンになりたいと、私は思います。 
 

岩田 孝支 君 

山登りを始めてから１５年になります。最初はロータリークラブの山の仲間で、 
軽いハイキングをしておりました。それと同時期位に、東京ハイキング協会に入会し、 
毎月１回ペースで行くようになりました。 
 

最初の内は、仕事上のストレス解消と、若い頃に登った山の思い出をたどるような 
低い山でした。そして健康管理でした。始めた当初は、東ハイのおばさん達の後に 
ついて、ただ歩いておりました。何処を歩いているのかわからず、ただついて行く 
だけでした。この頃は、ただ辛いだけでした。 
 

そのうち、段々と頂上での感動、自然との関わり、苦しさ楽しさが、交互に体験する 
様になりました。回数を重ねる事に、色々の事を覚えました。少し山に慣れてきました。 
東ハイのリーダーは女性のリーダーで、良く気が付き、はきはきしていて、そうとう山を熟知している人で、 
男だか女だかわからない、凄いパワーのある、統率力のある、責任感のある山女でした。 
女の色気など、失礼ながら、程遠い感じの人でした。でも山では信頼の厚い人でした。 
 

山に入ると、うるさいほど厳しく、命を預けていると頼りがいのある、親分肌の中年のおばさんでした。 
でも山を下りるとリラックスして、お酒を飲み、楽しみました。バス山行では帰りの車中でのカラオケ大会で 
盛り上がりました。このリーダーにはどんな男性もかないませんでした。 
ザックには色々な食べ物を入れてきて、休むたびに、皆に配って食べさせておりました。 
私は長年、経営者として何でも負けず嫌いで頑張ってきたつもりで、一人よがりしておりましたが、私より 
根性がある人はいないと、自負しておりましたが、山ではもっと凄い人がいるのを知りました。 

【 会員ショートスピーチ 】小島 馨 君 ・ 岩田 孝支 君 

【会員・プログラム委員会 】 後藤 一郎 ロータリー情報担当 
 『ロータリーの友』ですが、横書きは国際的な事。縦書きは国内の事になっています。 

 すでにお配りしている『ロータリーの友 ７月号』の縦書き部分の１４～１５にある、 

 「言いたい、聞きたい」の部分は、必ず読んでおいて下さい。 

 この部分を参考に、ＩＭでのディスカッションをしますので、よろしくお願いします。 
 

 今月は職業奉仕月間ですが、そういった事に合せた特集記事も載っています。 

 職業倫理というと、目指すべき到達点のように思っている人もいますが、職業倫理をベースにしているから 

 商売が成り立つのです。 しかし、「儲かればそれで良い」という誘惑に駆られやすいのも事実です。 
 

 職業倫理について、当地区ガバナーは「顧客満足」と言っています。 

 そう考えるとわかりやすい。顧客満足を考えていくと、お客様の役に立つ事を考えますし、社員によくします。

 地域との関わりも大切にするものです。 

 最後に、昭和６年のガバナー井坂孝さんの言葉を紹介します。『ロータリアンたるもの、約束を守るべし、 

 賄賂を贈ることなかれ、いたずらに慈善事業に憂き身をやつす事なかれ』 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この人の山行に連続参加するようになりました。このＨリーダーの御蔭で百名山３０座は登らせて頂きました。 
そして多くの山の経験をさせていただきました。Ｈリーダーの偉い所は、時間を掛けても、最後まで面倒を見な
がら頂上に立たせる。そして喜びをともに分かち合う、度量の大きな人でした、今は東ハイの会長をしています。
 

この人たちの影響で、日本百名山がある事と知って、私も挑戦しようと思いました。既に若い時、登った山が、 
いくつかの百名山でした。 
それから、地図、本、インターネット、山の用品屋、無我夢中で、のめり込んでいきました。 
私には仕事がありますし、中小企業の社長であり、社会的にはロータリーを始め、色々の奉仕活動の役員をして
いる。とにかく忙しい、そこで月２回、月末の忙しい日は山の計画は入れないと決めました。 
暇さえあれば、山の地図を広げてみておりました。日本百名山を意識して、年間の計画を立て歩いた。 
急登りでは、何度も何度も息を切らして、バテテもう歩けない、もうこれまでだ、もう一歩も足が前に出ない、 
心臓が止まりそうだ、俺の人生はここまでか、何でこんな辛い、厳しいのか、何でこんな山に来てしまったのか、
と自問自答しました。でも自己責任で、人様のせいではありません。山を通して、命の大切さを知りました。 
 

どんな山でも真剣に命がけです。それは山であきらめたら死ぬ事ですから、身をもって体験しました。 
やっとの事で頂上に着き、３６０度の眺望を見たとき、雄大な山容を見た時、感動します。 
今まで下界ではなんとコセコセと小さい事にくよくよして生きていたのだろうと思いました。 
私は会社の社長として、誰にも相談する人がいない、良くない事を口にすれば、ほとんどの人が、他人の不幸は
密の味で喜ぶので、愚痴は言えない。その分ストレスがたまる、あまりお客様や人に裏切られるのが重なると、 
また、経営が行き詰ると、自分を攻め立て、悩み、死ぬような苦しみを、何度も味わいました。 
追い込まれ、絶望感を体験しました。胸が張り裂けんばかりで、深刻に考えたものでした。 
もがけば、もがくほど、悪い方に落ち込んで行きました。 
 

それがどうでしょう、山をやるようになってからそれが無くなり、大きな岩山を越える強い忍耐力がつきました。
段々と自信が付き、苦しさに耐えられるようになりました。数々の山の経験をしていきました。 
自分に大きな山の目標を立てました。それは、日本百名山を完登すると、自分に決意しました。 
私にとっては大変な目標でした。まず自分が健康でいる事、暴飲暴食をしない、会社が安定している事、 
家族の理解と協力を得られること、天候や自然条件が良く遭難しない事、山で事故や怪我をしない事、 
パートナーや山の会の人達に助けて頂く事、等々、１０項目以上の条件が揃わないと、達成できません。 
 

よく、山の先輩に、あれは深田久弥が勝手に決めた山だから、誰でも行けるし、俺はもっと厳しい山にも行ける 
力がある等と、自慢する人がおります。その山男には“たかが百名山”、私には“されど厳しい百名山”でした。
日本百名山は、そう甘くはありません。それは大変でした。一つ一つ塗りつぶして行きました。 
それこそ、寝ても、覚めても、百名山でした。豪雨や台風、体調不良等で、何度も撤退を余儀なくされました。 
 

そして、苦しみを乗り越えて遂に、２００５年１０月１０日、会津駒ケ岳登頂で日本百名山を達成しました。 
頂上で仲間から祝福されました。知らない登山者からも祝福されました。おめでとうございますと、頂上で握手
されました。私は、涙が出るほど嬉しかったです。多くの仲間の御蔭で達成できました。有難うございます。 
私一人の力ではできません。やっぱり苦しかったけど、ここまで来て良かったと思いました。 
人間は生きている限り、挑戦して、目標を持つ事が大切だとわかりました。 
命の大切さと、大自然の恩恵と、自分を信じる事を、山で知りました。 
 

今年６月４日には、南アルプスの笊ケ岳（二百名山・山梨百名山）で山梨百名山を完登しました。 
笊ケ岳への最初の挑戦は、一昨年の６月山梨県の雨畑登山口から入り、広河原でテント泊、メンバーは東ハイ 
きっての健脚ばかり１３名でした。前日からの雨で川の水が増水していて、とても渡れませんでした。 
皆で石を積み上げ浅瀬を作りました。更にＮリーダーと私で未明のうちから川に入り作業しました。 
何とか皆を渡らせ、最後に私が渡りました。私は前夜ＴＪさんから９０度のウォッカを偽って飲まされました。 
自分が飲まないのになぜ山に９０度のウォッカを持参したのか？です。これが仇となりました。 
石積みの疲れが出て、急登りで心臓が苦しくなってバテテしまい、健脚の皆さんに置いていかれました。 
死ぬような思いで後を追い、やっと布引山までたどり着くと、そこに皆いました。雪が多くてこれ以上行けない
から引き返すとのことで、断念して下山しました。そのまま行っていたら、間違いなく遭難していました。 
下山して最後の川を私が渡る際、足場が無くなり、私だけ川の中へドブンと落ちましたが、大丈夫でした。 
 

二度目の挑戦は昨年７月、椹島－二軒小屋ロッジと入り、多摩山遊会のＫさんと行きました。Ｋさんも、 
あと笊ケ岳と、笹山で、山梨百名山を完登するので、なんとしても登りたかったのですが、朝３時登山開始、 
伝付峠経由で行きましたが、４時間きた所で雨が降り出し、風も出てきたので、安全を考え引き返しました。 
これも私にとっては、むしろ百名山より厳しい山であります。百名山達成よりも、笊ケ岳で完登した時は、 
三度目の正直で遂に登頂しました。ヤッタ～と感動しました！２０１０年６月４日(５時３２分)頂上着、山梨 
百名山達成です。山頂には雪があり、３６０°の大パノラマ、日本一の眺望、最高の絶景でした。 
富士山が朝日に輝き紅色に輝いて雄大で美しい、南アルプスの連山、右から、悪沢岳、千枚岳、赤石岳、聖岳、 
大河内岳、３０００ｍ級の連山が雪をかぶって、屏風のように立っていて迫力がありました。 
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【 ニコニコ報告 】 横倉 利夫 親睦･会報委員 

 本日のニコニコ： 12,000 円／累計 286,245円 

 ビジターフィー：    0円／累計  6,000円 
 

 井村廣巳 君  やっとリニューアルオープン致しました。今後も宜しくお願い致します。 
 

 成田恭隆 君  親睦旅行に欠席致します。 
 

 岩田孝支 君  今日は私のつたない山の話をさせていただきます。よろしく。 
 

 奥野誠也 君  二回続けて出席できました。 祝！！ 
 

 和田達也 君  石垣さん、例会へようこそ！ どうぞ楽しんで下さい。 
         東京マラソンの抽選、当選してしまいました。これから走り込みます。 
 

 山下雅弘 君  来週の親睦旅行、よろしくお願いします！！ 

全部踏破しているので感激は大きい、本当に来て良かった、もう一生この山には登れないだろう、と思いました。
なぜなら、年齢的にも、もう無理かなとも思います。歳を重ねると、又、山を経験すると、山の怖さがわかるか
ら無理は出来ません。今までは百名山にこだわり、ピークハンターをしていた事もありました。 
これからは百名山にこだわらず、素晴らしい山を何度も登ってもいい、余裕を持って楽しんで行きたいと思いま
す。雨が降ったら撤退します。又、ゆったりと時間を掛けて、安全第一で山登りをする様に心がけます。 
 

ちまたでは、中高年の事故や遭難が多いといわれ、ニュースになっております。 
世の中の人に、迷惑を掛けないで、安全登山を致します。 
メディアでは、いかにも中高年の人が山に行って、人に迷惑を掛けているような報道をしておりますが、私は、 
違うと思います。確かに遭難すれば迷惑をお掛けしますが、登山者は、いつも気を付けて歩いております。 
命を大切にしております。かけがえのない残された自然を大切にしながら、ゴミは全て持ち帰り、マナーをよく 
守っております。山を愛する山男は、家でゴロゴロなんかしておりませんし、山でパワーをいただいて、健康を 
維持して、頑張っております。山で出会ったら、挨拶を交わしあかるく素晴らしい山仲間です。 
 

私が友を山に誘うと、奥様から「ウチの主人を山に誘わないで下さい」と言われましたが、本人が行きたいと 
言っているからお連れしたの、本人がかわいそうだと思い、残念です。その方には、その後声を掛けないように 
しました。結局、病気をして、家族や会社に迷惑を掛けております。 
私も若くはありませんから、何時まで山に行けるかはわかりませんが、たぶん命ある限り山をあきらめないと思
います。今は、標高ベスト１００を少しずつ登って、後１０座となりました。 
 

これも２０１１年、運が良ければ達成したいと思っておりますが、自然相手ですからどうなるか、 
標高ベスト１００は、百名山ほど標識がはっきり有るわけではなく、縦走路から外れて、ひっそりと△点のみで
ある、しかし登ると眺望が良く、百名山の裏側からの景色が楽しめます。 
そして、団体さんがゾロゾロ登ってこないのが、大きな魅力で、大自然をひとりじめできます。 
ただ難点は、標識や登山道などがないので、天候の悪い時には、絶対に行けません。 
 

私の岳歴で、また登りたい山は、百名山では奥穂高岳、立山、笠ケ岳、鹿島槍ヶ岳、聖岳、赤石岳、赤岳、 
蓼科山、瑞がき山、谷川岳、雨飾山、苗場山、巻機山、白山、妙高山、などです。 
 

今までの山で良かった山です。北海道では、幌尻岳、羊蹄山、十勝岳、利尻岳、旭岳。 
東北では、月山、鳥海山、早池峰山、大朝日岳、栗駒山、会津磐梯山。九州では、宮之浦岳、阿蘇山、韓国岳。 
四国では、石鎚山。近畿では、大峰山、伊吹山。中国では、伯耆大山。 
上信越では妙高山、仙の倉山、谷川岳、浅間隠山、苗場山、雨飾山、巻機山、会津駒ケ岳。 
関東では、天城山、大菩薩嶺、金峰山、雲取山、陣馬山、筑波山、妙義山、天上山、金時山、越前岳、丹沢山。 
 

山梨百名山では、アサヨ峰、富士山、赤岳、北岳、乾徳山、雁坂嶺、滝子山、竜ヶ岳、長者ヶ岳、大菩薩嶺など。
山小屋で良いところをあげますと、これは多少個人差がありますが、北アルプスでは、剣山荘、涸沢ヒュッテ、 
槍ヶ岳山荘、槍沢ロッジ、横尾山荘、白馬村営小屋、双六小屋、太郎小屋、薬師小屋、五色ヶ原ヒュッテ。 
南アルプスでは、椹島ロッジ、二軒小屋ロッジ、御池小屋、聖平小屋、北岳山荘などです。 
 

大自然に身を置き、親しみ、心を癒して新鮮な空気を吸って、山の花と出逢い、小鳥のさえずりを聞き、 
温泉に浸かり、癒し、身体の続く限り、日本の山を愛し、低い山でもいいですから、命の洗濯をしながら、 
人生を過せたら、私は最高の幸せ者と、神様に感謝をします。 
 

また、家族や、山の仲間、仲良しの友、友人、大切なお客様、ロータリーの同志、同級生、皆様の健康を 
山の天に近い聖地で祈ります。  そして、皆様と共に元気で山にこれからも登りたいです。 
 

これが、私の山のかかわりです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【親睦旅行】 ＪＡＸＡ筑波宇宙センター見学 

 

            ２０１０年 １０月 ２０日   第２１７５回 No.１５               

＜ビジター・ゲスト＞ ３名 
 

 東京日野プロバスクラブ 

 山本 英次 様 ／ 安孫子 秀子 様 ／ 松澤 紀美子 様 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪例会変更のお知らせ≫ 
八王子 RC  10/21 親睦旅行に振替 

八王子西 RC 10/8 Ｇ訪問振替、10/15 日帰り旅行振替 

八王子南 RC 10/13 夜間例会、 10/20 移動夜間例会 

多摩 RC   10/26 23(土)の多摩Ｇ20周年式典に振替 
飛火野 RC  10/26 親睦旅行に振替 

≪ローターアクトクラブ例会予定・活動予定≫ 
例会場：日野ＲＣ事務局 ／ 時間：19:00～20:30 
 

・11/13(土)  第 934回例会 

・11/27(土)  第 935回例会 
 

※ ローターアクトの例会はメーキャップになります！ 

東京日野ロータリークラブ会報 
 事務局：〒191-0042 東京都日野市程久保 3-37-3 
      ℡：042-594-3711 fax：042-593-0510 
 例 会：毎週水曜日（12:30 より） 例会場：高幡不動尊客殿 
 ＵＲＬ：http://www.hino-rotary.org 
 メール：info@hino-rotary.org 

会    長：井村 廣巳 
幹    事：小宮 延雄 

会報委員長：山下 雅弘 
会報委員：秋間 晴行 ・ 谷井 正剛 
      仲谷 政毅 ・ 横倉 利夫 

【 今後の予定 】 

 ■10 月 20日■ 親睦旅行(職業奉仕･親睦合同企画)   茨城県つくば市『ＪＡＸＡ』へＧＯ！ 

 ■10月 27日■ 卓話『ヨーロッパの実情』      久世 留美子 様 

 ■11月 3 日■ 休会 

 ■11月 10日■ 月例祝賀・卓話『ロータリーと私』  飯作 金彦 君 

【 出席報告 10/13 】山村 侑偀 出席委員 
 

 ＜事前のメーキャップ＞  

 川俣 貞 君（プロバスクラブ） 

 清水博雅 君（プロバスクラブ） 

 福井長行 君（プロバスクラブ） 

 飯作金彦 君（プロバス設立総会） 

 大谷明久 君（プロバス設立総会） 

 小倉裕美 君（プロバス設立総会） 

 小宮延雄 君（プロバス設立総会） 

 谷井正剛 君（プロバス設立総会） 

 

 ＜先々週のメーキャップ＞  

 奥野誠也 君（プロバスクラブ）  杉田純一 君（プロバスクラブ）  成田恭隆 君（プロバスクラブ） 

 疋田久武 君（プロバスクラブ）  和田一男 君（プロバスクラブ） 

 会員総数 
(出席免除数) 

出席総数 
(免除者出席数) 

ＭＵ 欠席 出席率 

本日報告 
36 
(7) 

20 
(2) 

事前(8) 6 90.32 % 

前回訂正 
36 
(7) 

29 
(4) 

(1)+0 3 90.90 % 

前々回訂正 
36 
(7) 

23 
(2) 

(1)+0+5 2 93.55 % 

 

【 出席報告 10/21(親睦旅行) 】 
 

 ＜事前のメーキャップ＞  

 後藤一郎 君（プロバスクラブ） 

 松田忠泰 君（プロバスクラブ） 

 成田恭隆 君（プロバスクラブ） 

 大谷明久 君（プロバスクラブ） 

 和田達也 君（プロバスクラブ） 

 山村侑偀 君（プロバスクラブ） 

 森岡弘通 君（地区Ｒ情報委員会） 

 仲谷政毅 君（Ｇ補佐クラブ協議会） 

 会員総数 
(出席免除数) 

出席総数 
(免除者出席数) 

ＭＵ 欠席 出席率 

本日報告 
36 
(7) 

15 
(0) 

事前(8) 6 79.31 % 

前回訂正 
36 
(7) 

20 
(2) 

(8)+0 6 90.32 % 

前々回訂正 
36 
(7) 

29 
(4) 

(1)+0+0 3 90.90 % 

 


